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全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
議
員
の
年
金
制

度
を
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
に
す
る
こ
と
で
、
議
員
を

目
指
す
新
た
な
人
材
確
保
に

つ
な
げ
る
考
え
か
ら
、
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た

め
の
法
整
備
の
実
現
に
向
け

た
要
望
で
す
。

　

12
月
６
日
、
こ
の
要
望
の

取
り
扱
い
を
輝
く
ふ
る
さ
と

常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
結

果
、「
５
年
前
に
議
員
年
金

を
廃
止
し
た
経
過
な
ど
を
踏

ま
え
、
町
民
の
声
を
聴
き
な

が
ら
議
会
の
結
論
を
出
す
べ

き
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

さ
ら
に
審
査
を
継
続
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
の
年
金
加
入

要
望
を
継
続
審
査

災
害
発
生
時
の

対
応
指
針
を
作
成

　

昨
年
８
月
に
東
北
に
初
上

陸
し
た
台
風
10
号
な
ど
、
近

年
発
生
し
て
い
る
自
然
災
害

の
猛
威
と
教
訓
を
踏
ま
え
て
、

災
害
発
生
時
の
議
会
と
議
員

の
対
応
を
決
め
た
指
針
と
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

指
針
で
は
、
町
が
災
害
対

応
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
必

要
な
支
援
や
協
力
を
す
る
こ

と
、
国
や
県
の
関
係
機
関
に

対
し
、
必
要
に
応
じ
て
要
望

活
動
を
行
う
こ
と
を
定
め
ま

し
た
。

　

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

災
害
の
規
模
に
応
じ
て
「
議

会
災
害
対
策
会
議
」
を
設
置

す
る
こ
と
、
災
害
発
生
時
に

町
民
の
安
全
確
保
の
た
め
地

域
活
動
に
積
極
的
に
従
事
し

な
が
ら
、
災
害
箇
所
な
ど
の

情
報
収
集
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を

守
り
、
安
心
し
て
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、

議
員
が
団
結
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
委
員
会
の
公

聴
会
・
参
考
人
の
規
定
を
新

た
に
定
め
、
ま
た
、
議
場
に

入
る
際
に　
「
つ
え
」　

を
持

ち
込
み
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
議
会
の
活
性
化

を
進
め
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
聴
い
て
、
町
政

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
※
）
専
決
処
分

　

議
会
が
議
決
す
べ
き
事
項
を
、

町
長
が
代
わ
っ
て
意
思
決
定
す

る
こ
と
。
緊
急
を
要
す
る
た
め

議
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
や
、
あ
ら
か
じ
め
議
決
で

指
定
し
た
項
目
は
専
決
処
分
で

き
ま
す
が
、
議
会
に
報
告
が
必

要
で
す
。

専
決
処
分
の
指
定

５
項
目
を
追
加

　

議
会
は
26
年
１
月
に
議
会

総
合
条
例
を
施
行
後
、
ふ
る

さ
と
懇
談
会
や
子
ど
も
議
会

の
開
催
な
ど
、
町
民
に
よ
り

身
近
な
議
会
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
28
年
１
月
か
ら

新
任
期
の
議
会
が
始
ま
り
、

議
会
活
動
や
議
員
の
在
り
方

の
見
直
し
が
今
一
度
必
要
と

の
考
え
か
ら
、
研
修
会
の
開

催
や
他
議
会
の
一
般
質
問
の

見
学
な
ど
、
さ
ら
な
る
議
会

改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
議
会
総
合
条

例
の
見
直
し
を
行
い
、
議
会

運
営
の
効
率
化
、
執
行
機
関

の
事
務
の
迅
速
化
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
に
、
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
は
、
議
会
が
あ

ら
か
じ
め
認
め
る
専
決
処
分

（
※
）
に
、
次
の
５
項
目
を

追
加
し
ま
し
た
。

①  

災
害
な
ど
に
よ
り
、

応
急
的
に
必
要
な
維
持

補
修
、
工
事
に
要
す
る

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

②　

衆
議
院
等
の
解
散
や

欠
員
な
ど
に
よ
る
、
選

挙
費
の
歳
入
歳
出
予
算

の
補
正

③　

会
計
年
度
末
に
、
地

方
税
法
な
ど
の
改
正
に

よ
っ
て
必
要
と
な
る
条

例
改
正

④　

条
例
の
規
定
の
趣
旨

を
変
更
し
な
い
範
囲
の
、

字
句
の
修
正
を
行
う
条

例
改
正

⑤　

一
部
事
務
組
合
、
広

域
連
合
の
規
約
の
変
更

や
構
成
団
体
の
増
減
の

協
議

議
会
総
合
条
例
を
改
正

12月定例会議12月定例会議
　

12
月
定
例
会
議
は
、
12
月
２
日
か
ら
７

日
ま
で
の
６
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
28
年

度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な

ど
13
件
、
議
員
が
提
案
し
た
議
会
総
合
条

例
の
改
正
１
件
が
、
全
て
全
議
員
の
賛
成

で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で

は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対
応
や

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

建設中の江刈小学校校舎を見学する児童。議会では、25年９月に提出された江刈小学校改築の要望書を審査
した結果、改築は妥当と認めています。

町民町民にに身近身近なな 議会議会をを目指目指してして

台風10号による被害箇所を確認する議員（上外川地区）
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住
民
自
ら
予
防
的
に

避
難
す
る
訓
練
が
重
要
と
考

え
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

28
年
８
月
30
日
に
襲

来
し
た
大
型
で
非
常
に
強
い

台
風
10
号
は
、
気
象
庁
が
統

計
を
取
り
始
め
て
以
来
、
初

め
て
東
北
地
方
の
太
平
洋
側

に
直
接
上
陸
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
台
風
が
上
陸
す

る
前
日
の
29
日
か
ら
「
く
ず

ま
き
テ
レ
ビ
」
で
注
意
喚
起

を
行
い
、
翌
30
日
に
は
避
難

準
備
情
報
を
発
令
し
、
避
難

行
動
要
支
援
者
な
ど
へ
避
難

行
動
の
開
始
を
促
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
予
想
で
き
な
い
時

期
や
規
模
の
自
然
災
害
の
発

生
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
防

災
意
識
の
高
揚
と
備
え
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

防
災
で
は
、「
自
ら
の
身

の
安
全
は
、
自
ら
守
る
」
こ

と
が
基
本
原
則
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
ぐ
る
み
の
自
主
防

災
組
織
な
ど
を
中
心
に
、
日

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員 山
やま

崎
ざき

　邦
くにひろ

 議員

ご
ろ
か
ら
自
主
的
に
災
害
な

ど
に
備
え
た
行
動
が
と
れ
る

準
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
が
行
う
防
災

活
動
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、

あ
る
い
は
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
、
相
互
に
協
力
し
て

い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
が
実
施
す

る
総
合
防
災
訓
練
な
ど
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
発
的
に

参
加
で
き
る
機
会
の
拡
充
と
、

避
難
行
動
要
支
援
者
な
ど
を

含
め
た
避
難
行
動
訓
練
の
取

り
組
み
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

五日市小学校の児童が参加した総合防災訓練。
日ごろからの訓練実施が大切です。 　　　　

　12月５日に、４議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

　
　
　

役
場
庁
舎
は
、
完
成

か
ら
40
年
を
経
過
し
、
経
年

劣
化
と
設
備
の
老
朽
化
が
か

な
り
進
ん
で
い
ま
す
。
ボ
イ

ラ
ー
蒸
気
の
配
管
漏
れ
、
雨

漏
り
、
床
タ
イ
ル
や
壁
紙
の

剥
が
れ
が
多
く
の
箇
所
に
見

ら
れ
ま
す
。

　

災
害
対
応
の
主
要
施
設
か

ら
、
改
築
の
必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
今
年
度
、

改
築
に
向
け
た
計
画
の
基
礎

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
で
は
、
役
場
庁
舎
、
総

合
セ
ン
タ
ー
の
複
合
化
と
消

防
署
葛
巻
分
署
の
同
一
敷
地

内
の
集
約
化
を
検
討
し
ま
す
。

　

基
礎
調
査
結
果
を
基
に
、

来
年
度
、
庁
舎
内
に
建
設
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
庁
舎

建
設
に
向
け
た
基
本
構
想
を

取
り
ま
と
め
ま
す
。
財
政
状

況
な
ど
を
十
分
に
見
極
め
て
、

順
次
建
設
に
向
け
た
作
業
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　

希
望
郷
い
わ
て
国
体

を
終
え
て
の
町
長
所
見
と
、

国
体
遺
産
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
施
策
に
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
せ
る
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　

本
町
で
は
、
正
式
種

目
の
軟
式
野
球
競
技
と
デ
モ

ス
ポ
ー
ツ
の
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー

が
開
催
さ
れ
、
町
国
体
実
行

委
員
会
を
中
心
に
各
専
門
部

会
や
競
技
団
体
、
町
民
が
一

丸
と
な
り
大
会
運
営
を
進
め

ま
し
た
。

　

軟
式
野
球
は
、
10
月
２
日

か
ら
３
日
間
試
合
が
行
わ
れ
、

監
督
・
選
手
、
競
技
役
員
や

観
客
な
ど
約
２
千
６
０
０
人

が
訪
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
競
技

運
営
や
葛
巻
ら
し
い
「
お
も

て
な
し
」
で
関
係
者
か
ら
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
チ
ー
ム
関
係
者
の
、

町
内
宿
泊
施
設
の
利
用
と
、

会
場
内
で
は
、
郷
土
食
の
お

も
て
な
し
の
振
る
舞
い
や
特

産
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

 

保
育
園
児
に
よ
る
バ
イ
オ

リ
ン
演
奏
や
児
童
生
徒
に
よ

る
趣
向
を
凝
ら
し
た
応
援
な

ど
が
大
変
好
評
で
、
町
を
Ｐ

Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

全
国
屈
指
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
競
技
を
観
戦
で
き
た
こ
と

は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

整
備
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
最
大
限
に
生
か
し
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
、
合
宿
な
ど
を
積
極
的
に

誘
致
し
、
町
の
多
面
的
な
資

源
の
、「
自
然
、
観
光
、
物
産
、

人
」
と
ス
ポ
ー
ツ
を
融
合
し

た
「
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
推
進
し
ま
す
。

保育園児らによるバイオリン演奏で
国体会場を盛り上げました　　　　

答

問

建
設
に
向
け
て

基
本
構
想
作
成

役
場
庁
舎
な
ど

改
築
見
通
し
は

　

国
体
で
培
っ
た
「
お
も
て

な
し
の
心
」
や
連
携
の
と
れ

た
運
営
体
制
を
生
か
し
、
町

民
が
主
体
と
な
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
の「
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
交
流
人
口
や
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
を
拡
大
し
、
人

材
の
育
成
・
活
性
化
を
図
り

人
口
減
少
問
題
の
解
決
策
の

糸
口
に
し
た
い
考
え
で
す
。

　
　
　

町
役
場
庁
舎
（
総
合

セ
ン
タ
ー
含
む
）
の
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
改
築
の
見
通
し
は
。

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

川
の
水
位
」
な
ど
の
数
値
情

報
が
基
準
値
を
超
過
し
た
時

や
超
過
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
、
避
難
行
動
に
関
す
る

情
報
を
発
令
し
ま
す
。

　

避
難
勧
告
発
令
後
、
土
砂

災
害
な
ど
の
前
兆
現
象
の

「
湧
き
水
」「
斜
面
の
亀
裂
や

崩
壊
」「
河
川
水
位
上
昇
」

な
ど
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
後
の
気
象
予
報
な
ど
と
合

わ
せ
て
総
合
的
に
判
断
し
、

発
令
内
容
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
基
準
は
、
26
年
10
月

に
「
葛
巻
町
避
難
勧
告
等
の

発
令
基
準
」
と
し
て
作
成
し

た
も
の
で
、
今
後
、
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
な
ど
に

合
わ
せ
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

町
長

　
一方
で
、
雨
量
の
１
時
間
ご

と
の
24
時
間
予
測
が
可
能
な

設
備
は
、
町
中
心
部
に
気
象

台
が
設
置
す
る
地
域
気
象
観

測
所
（
ア
メ
ダ
ス
）
の
み
で
す
。

　

広
大
な
面
積
の
本
町
で
は
、

地
域
ご
と
に
気
象
状
況
や
雨

量
が
異
な
り
、
災
害
予
防
、

避
難
勧
告
な
ど
の
判
断
を
充

実
さ
せ
て
い
く
上
で
、
気
象

観
測
体
制
の
整
備
や
充
実
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
防
災
や
観
測
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民

の
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
に

努
め
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら

せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

一般質問

問

答

国体後のまちづくり施策は

スポーツ大会など積極的に誘致

問

答

災害予防の取り組みは

防 災 や 観 測 体 制 を 強 化

一般質問

避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準

自
主
避
難
訓
練
の
取
組
み

　
　
　

昼
夜
を
問
わ
ず
発
生

す
る
災
害
に
迅
速
に
判
断
す

る
仕
組
み
が
重
要
と
考
え
ま

す
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　
　

町
の
避
難
勧
告
な
ど

の
判
断
基
準
は
、
気
象
警
報

の
発
令
状
況
の
ほ
か
、「
前

日
ま
で
の
連
続
雨
量
」「
当

日
の
雨
量
と
時
間
雨
量
」「
河

国
体
終
了
後
の
ま
ち
づ
く
り

役
場
庁
舎
な
ど
の
改
築
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山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

　
　
　

現
在
、
各
地
域
が
主

体
と
な
っ
て
整
備
し
た
自
治

公
民
館
は
、
町
内
に
16
カ
所

あ
り
、
町
で
は
施
設
の
維
持

管
理
費
と
し
て
各
地
区
に
年

間
２
万
円
を
助
成
し
て
、
活

　
　
　

集
団
検
診
は
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
送
迎

を
一
部
地
域
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
町
全
体
で
実
施
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

集
団
検
診
の
送
迎
は
、

上
外
川
や
吉
ケ
沢
な
ど
公
共

交
通
の
利
便
性
が
低
い
地
域

や
、
田
部
、
江
刈
馬
淵
な
ど

検
診
会
場
の
集
約
化
に
よ
っ

て
、
自
宅
か
ら
の
距
離
が
遠

く
な
っ
た
地
区
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
対
象
地
区
で
は
、「
つ

え
」
な
ど
の
利
用
に
よ
っ
て

自
力
で
歩
行
で
き
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
「
要
配

慮
者
」
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

受
検
票
の
配
布
の
際
に
送
迎

の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
高
齢
化
の
進
行

に
よ
り
、
今
後
、
要
配
慮
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

や
、
総
合
計
画
の
施
策
の
大

綱
で
あ
る
「
誰
も
が
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
」
の
推

進
の
観
点
か
ら
、
受
診
率
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

対
象
地
区
の
拡
大
な
ど
、
き

め
細
か
な
対
応
を
検
討
し
て

い
く
考
え
で
す
。

答 問
施
設
の
改
修
に

支
援
す
る
考
え

公
民
館
ト
イ
レ

改
修
支
援
策
は

　
　
　

超
高
齢
社
会
に
よ
り
、

地
区
公
民
館
の
ト
イ
レ
改
修

な
ど
が
進
ま
な
い
共
通
課
題

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
施

設
改
修
や
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
・
水
洗
化
に
対
す
る
助
成

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
の
改
築
な
ど

の
際
に
は
、
補
助
事
業
に
よ

り
、
町
も
一
定
額
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補

助
金
」
は
、
施
設
の
改
築
、

新
築
、
増
築
な
ど
で
の
活
用

が
可
能
で
、
新
築
の
場
合
は

基
準
面
積
に
平
方
㍍
単
価
を

乗
じ
た
額
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
額
２
０
０
万
円
）
を

補
助
額
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
づ
く
り
事

業
」
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、

洋
式
化
と
併
せ
て
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
、
入
浴
施
設

議
員

議
員

町
長

町
長

姉
あね

帯
たい

　春
はる

治
じ

 議員

　
　
　

現
在
、
本
体
工
事
は

基
礎
工
事
を
ほ
ぼ
終
え
、
居

住
棟
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
当
初
計
画
の
約
５
週

間
遅
れ
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
主
な
要
因
は
、
敷
地

造
成
工
事
の
資
材
の
在
庫
不

足
や
水
抜
き
位
置
の
変
更
な

ど
に
よ
り
、
工
期
を
３
週
間

ほ
ど
延
長
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
の
進
行
状
況
な
ど
か

ら
、
本
体
工
事
の
完
成
時
期

は
、
29
年
５
月
ご
ろ
の
見
通

し
で
す
。

　

今
後
は
、
適
切
な
工
事
工

程
を
確
保
し
、
工
期
な
ど
の

再
検
討
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　

新
病
院
改
築
工
事
の

進
行
状
況
と
開
院
の
時
期
な

ど
、
今
後
の
見
通
し
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　

工
事
の
進
行
状
況
は
、

当
初
計
画
よ
り
１
カ
月
ほ
ど

遅
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
主
な
要
因
は
、
基
礎

工
事
の
掘
削
時
に
地
中
か
ら

大
き
な
転
石
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら
が
大
量
に
出
土
し
、

そ
の
除
去
作
業
に
想
定
外
の

時
間
を
費
や
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
建
物
本
体

の
完
成
は
当
初
３
月
末
の
計

画
で
し
た
が
、
今
後
の
作
業

工
程
な
ど
を
加
味
し
、
最
終

的
な
引
き
渡
し
は
29
年
６
月

末
の
見
込
み
で
す
。

　

開
院
の
時
期
は
、
建
物
本

体
完
成
後
の
医
療
機
器
の
搬

入
、
引
っ
越
し
作
業
な
ど
を

考
慮
し
、
29
年
８
月
上
旬
ご

ろ
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
　
　

医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、

十
分
な
状
況
で
す
か
。

　
　
　

看
護
師
な
ど
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
、
病
院
の
規
模

の
基
準
数
を
上
回
る
充
足
率

で
す
が
、
入
院
患
者
の
状
況

な
ど
か
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
人
員
確

保
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
訪
問
診
療

や
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
需
要

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　

患
者
対
応
や
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
は
。

　
　
　

診
療
科
の
位
置
が
分

か
ら
な
い
な
ど
、
来
院
さ
れ

葛巻病院で行われた医療安全研修会。定期的に研修会を
開催して、医療サービスの向上に取り組んでいます。

答 問
５
月
の
完
成
で

工
事
を
進
め
る

葛
葉
荘
の
改
築

完
成
の
時
期
は

る
方
の
戸
惑
い
に
対
処
す
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
協
力
を
得
て
案
内
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
、
施
設
利
用
者

の
不
安
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

新
病
院
は
全
館
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
で
、
障
が
い
者
や

高
齢
者
の
方
々
に
も
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
環
境
に
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
目
的
ホ
ー
ル

で
医
師
に
よ
る
健
康
講
話
を

開
催
す
る
ほ
か
、
漆
絵
の
展

示
室
を
は
じ
め
、
ラ
ウ
ン
ジ

や
足
湯
な
ど
、
町
民
の
く
つ

ろ
ぎ
の
場
と
し
て
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献

で
き
る
施
設
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

葛
葉
荘
改
築
工
事
の

進
行
状
況
と
完
成
の
時
期
は
。

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

生活習慣病予防検診。（元木地区生活改善センター）
病気の早期発見や予防につながります。　　　　　

一般質問 一般質問

問

答

新病院の開院時期は

８ 月 上 旬 を 目 指 す

問

答

集団検診の送迎実施は

対 象 地 区 の 拡 大 を 検 討

集
団
検
診
の
送
迎

新
病
院
の
改
築
工
事

葛
葉
荘
の
改
築
工
事

地
区
公
民
館
の
改
修
支
援

の
増
設
に
要
す
る
経
費
の
補

助
で
、
標
準
施
工
単
価
内
で

の
実
施
で
あ
れ
ば
地
域
負
担

が
発
生
し
な
い
制
度
で
す
。

　

町
で
は
、
社
会
変
化
や

住
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら
、

そ
の
時
代
に
即
し
た
補
助
制

度
の
見
直
し
や
創
設
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
地
区

の
施
設
が
適
正
な
維
持
管
理

で
、
自
治
公
民
館
の
機
能
が

維
持
さ
れ
て
有
効
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
、

今
後
の
施
設
整
備
の
在
り
方

の
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
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定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

　

12
月
定
例
会
議
で
、
28
年
度
補

正
予
算
、
町
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
新
し
い
条
例
や
議
会
総

合
条
例
の
改
正
な
ど
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

財

産

取

得

財

産

取

得

人

事

案

件

人

事

案

件

補

正

予

算

補

正

予

算

条

例

条

例

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

水道サービスの安定へ
簡易水道施設等を統合

　

一
般
会
計
に
８
億
９
０
０

４
万
円
追
加
し
、
総
額
を
87

億
５
６
５
０
万
円
と
し
ま
し

た
。
支
出
で
は
、
台
風
10
号

の
被
害
に
よ
る
災
害
復
旧
関

連
経
費
８
億
２
５
１
５
万
円
、

情
報
通
信
基
盤
施
設
の
維
持

修
繕
経
費
１
４
１
３
万
円
な

ど
で
す
。 

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 8億9004万円 87億5650万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 △ 185万円 12億8203万円

農業集落排水事業 1644万円 2億1354万円

病院事業（収益的収支） △ 149万円 9億4680円

《主な予算の使いみち》

■ 台風10号被害による災害復旧関連経費 ･････････････ 8億2515万円
■ 情報通信基盤施設の維持修繕経費･････････････････････ 1413万円
■ 地域おこし協力隊（※）募集採用支援業務･･･････････････ 200万円
（※）地域おこし協力隊：人口減少などに悩む地方が都市住民を受入れて、農林業の応援

や住民の生活支援などの地域協力活動に従事し、その地域への
定住定着を図りながら、地域の充実強化を目指す取り組み

　

一
般
職
の
勤
勉
手
当
と
、

議
会
議
員
、
常
勤
特
別
職
の

期
末
手
当
を
、そ
れ
ぞ
れ
０
・

１
月
分
引
き
上
げ
ま
し
た
。

●
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例

　

29
年
４
月
か
ら
簡
易
水
道

施
設
と
飲
料
水
供
給
施
設
を

統
合
し
て
新
た
に
水
道
事
業

を
設
置
し
、
地
方
公
営
企
業

法
の
適
用
に
よ
る
事
業
を
開

始
し
ま
す
。

●
議
会
総
合
条
例
の
改
正

　

専
決
処
分
の
指
定
に
、
新

た
に
５
項
目
を
追
加
。

（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）

●
定
住
促
進
住
宅
条
例
の

改
正

　

小
田
地
区
に
、
家
族
向
け

２
部
屋
、
単
身
向
け
４
部
屋

の
住
宅
を
１
棟
整
備
。
３
月

中
旬
か
ら
入
居
開
始
の
予
定

で
す
。

●
職
員
給
与
条
例
等
の
改
正

　

国
に
準
じ
て
、
一
般
職
の

給
料
月
額
を
平
均
０
・
２
％

引
き
上
げ
。

●
葛
葉
荘
改
築
に
よ
る
備
品

【
電
動
ベ
ッ
ド
】

◇
品
名　

電
動
介
護
ベ
ッ
ト

50
台
（
付
属
品
含
む
）

◇
契
約
額　

６
２
３
万
円

◇
納
期　

29
年
３
月
21
日

◇
契
約
相
手　
（
株
）
ケ
ア
・

テ
ッ
ク
〈
盛
岡
市
〉

【
厨
房
設
備
機
器
】

◇
品
名　

Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
な
ど

49
品
目

◇
契
約
額　

１
２
７
４
万
円

◇
納
期　

29
年
３
月
21
日

◇
契
約
相
手　

タ
ニ
コ
ー

（
株
）〈
盛
岡
市
〉

●
人
権
擁
護
委
員

　

長
岡
功
さ
ん
（
田
子
）、

を
推
薦
（
再
任
）
す
る
こ
と

に
同
意
。
任
期
は
32
年
３
月

31
日
ま
で
。

水
道
施
設
を
統
合

水
道
料
金
改
定
は

地
域
お
こ
し
支
援

協
力
隊
の
役
割
は

建
設

水
道

総
務

企
画

　
　

水
道
施
設
の
統
合
と
企

業
会
計
へ
の
移
行
に
よ
る
、

水
道
料
金
改
定
の
見
込
み
は
。

　
　

基
金
の
積
み
立
て
状
況

や
収
支
見
込
み
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
、
当
分
の
間
は

料
金
改
定
を
行
わ
な
い
考
え

で
す
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

期
待
す
る
役
割
は
。

　
　

山
村
留
学
制
度
の
魅
力

向
上
、
特
産
品
を
活
用
し
た

新
商
品
開
発
の
指
導
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
な
ど
、
人

口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
役
割
を
担
い
ま

す
。

問 問答 答 【
主
な
質
疑
】

議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○議員の判断で決定した議案（賛否が分かれた議案はありませんでした。）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

畑
福　
　

弘

山
崎　

邦
廣

大
平　
　

守

柴
田　

勇
雄

鈴
木　
　

満

姉
帯　

春
治

山
岸　

は
る
美

辰
柳　

敬
一

高
宮　

一
明

中
崎　

和
久

議案36号 28年度葛巻町一般会計補正予算（第４号）･･･8億9004万円を追加して予算額87億
5650万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案37号 28年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）･･･185万円を減額し
て予算額12億8203万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案38号 28年度葛巻町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）･･･36万円を予備費から職員
給与費に組み替え 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案39号 28年度葛巻町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）･･･1644万円を追加して
予算額2億1354万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案40号 28年度葛巻町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）･･･149万円を減額して収
益的収支の予算額を9億4680万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案41号 一般職の職員の給与に関する条例等の改正･･･一般職の給料月額、議会議員と常勤特別
職の期末手当の引き上げなど 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案42号 町税条例の改正･･･外国居住者における特例適用利子などの額に係る所得を分離課税す
る改正など 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案43号 町定住促進住宅条例の改正･･･小田地区に新たに定住促進住宅を整備 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案44号 町水道事業の設置等に関する条例･･･29年４月から簡易水道施設等を統合して新たに
水道事業を設置し、地方公営企業法の適用による事業を開始 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案45号 町水道給水条例･･･新たに設置する水道事業の運用に関する規定を整備 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案46号 財産の取得の議決･･･葛葉荘改築による電動ベッドの購入
契約相手：(株)ケア・テック【盛岡市】　契約金額：623万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案47号 財産の取得の議決･･･葛葉荘改築による厨房設備機器の購入
契約相手：タニコー (株)【盛岡市】　契約金額：1274万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案48号 人権擁護委員の候補者の推薦･･･長岡功さん（田子）を推薦（再任）することに同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発委１号 議会総合条例の改正…専決処分の指定を新たに５項目追加や、常任委員会の委員定数
の改正など 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

要望１号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書…地方議会議員の厚生年金制度
加入を求める意見書提出の要望

継続
審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

〈議決結果〉

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。

安全安心な町水道でしっかりと手洗いする葛巻保育園児。水道事業の経営基盤の強化で、水道の供給
サービスの安定確保が期待されます。
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議 員 研 修議 員 研 修
レ ポ ー トレ ポ ー ト

　議会では、地域の振興発展や特定の課題を解決するため、近隣の市町村議会と
連携した勉強会の開催や、各種研修会などに積極的に参加しています。

グ
ル
ー
プ
討
議
で

グ
ル
ー
プ
討
議
で

議
員
の
役
割
を
研
修

議
員
の
役
割
を
研
修

三町研修会全国職員研修会
　

11
月
７
日
、
一
戸
町
・
岩
手

町
・
葛
巻
町
議
会
議
員
協
議
会

研
修
会
が
本
町
の
グ
リ
ー
ン

テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
、
三
町
の

議
員
ら
約
50
人
が
参
加
し
、
地

域
の
振
興
発
展
や
課
題
解
決
に

向
け
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、「
人
口
減
少

時
代
に
お
け
る
議
員
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
、
５
名
程
度
の
班

に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
（
※
）
を
行
い
ま

し
た
。
普
段
は
議
論
や
討
論
が

中
心
の
議
会
で
す
が
、
30
分
間

の
短
い
時
間
の
中
で
多
く
の
意

見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
議
員
間
討
議
で
出
た

意
見
を
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て

代
表
者
が
発
表
し
、
今
後
の
議

会
活
動
に
生
か
す
た
め
に
情
報

共
有
し
ま
し
た
。
主
な
意
見
は

次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
の
振
興
発
展
に

必
要
な
議
員
の
役
割

・
三
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

優
良
事
例
を
共
有
し
、
人

口
減
少
対
策
に
反
映
し
て

行
く
こ
と
が
必
要

・
型
に
は
ま
ら
な
い
発
想
が

議
員
に
求
め
ら
れ
る

・
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

た
政
策
提
案
が
必
要

・
若
者
収
入
の
底
上
げ
を
図

る
た
め
に
、
国
な
ど
の
関

係
機
関
に
働
き
か
け
る

地
域
特
性
を
生
か
し

三
町
の
連
携
強
化
へ

　

グ
ル
ー
プ
発
表
終
了
後
、

三
町
の
議
会
議
長
が
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。
本
町
の
中
崎

議
長
は
、「
今
ま
で
の
取
り

組
み
を
、
さ
ら
に
良
い
方
向

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

地
域
の
良
い
個
性
を
生
か
す

た
め
に
議
会
と
行
政
が
連
携

し
た
取
り
組
み
を
、
三
町
で

形
に
す
る
時
期
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
振
興
発
展

に
向
け
て
、
三
町
の
連
携
強

化
に
つ
な
が
る
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
域
農
業

所
得
の
向
上
に
期
待

（
※
）
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

決
め
ら
れ
た
テ
ー

マ
を
少
人
数
グ
ル
ー

プ
で
行
う
話
し
合
い

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
終
了
後
、
国
の
地
方

創
生
人
材
支
援
制
度
で
内
閣

府
か
ら
本
町
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
、
参
事
兼
農
林
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
課
長
の
中
村
輝て

る

実み

さ
ん
が
、「
一
戸
町
・
岩
手
町
・

葛
巻
町
に
お
け
る
農
業
展

望
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
三
町
の
農
業

の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な

地
方
創
生（
人
口
減
少
対
策
）

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
村
参
事
は
、「
競
争
力

の
あ
る
農
産
品
を
作
れ
ば
、

工
夫
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
、
農
業
は
地
域
産
業
と
し

て
新
た
な
雇
用
を
生
み
、
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
る
」
と

話
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

議
会
も
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
重
要
な
た
め
、
三
町
議
会

の
連
携
の
充
実
が
さ
ら
に
必

要
と
感
じ
ま
し
た
。

❶ 議員間の話し合いで多くの意見を出し合いました
❷ グループ内でまとまった意見を発表する山崎議員

❶❶

❷❷

地域農業の活性化策をアドバイスする中村参事

　

28
年
度
全
国
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

が
11
月
28
日
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
中
崎
和
久

議
長
が
「
葛
巻
町
議
会
の
取
り
組
み
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
全
国
か
ら
約
２
０
０
人
の
議
会

事
務
局
職
員
が
参
加
。
中
崎
議
長
は
、
葛
巻
町

議
会
総
合
条
例
制
定
の
背
景
や
目
的
、
条
例
施

行
後
の
議
会
活
動
な
ど
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
、
本
会
議

で
の
参
考
人
招
致
や
ふ
る
さ
と
懇
談
会
に
つ
い

て
力
を
込
め
て
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
「
少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、
小
さ
く

て
も
き
ら
り
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

多
く
の
町
民
の
参
加
を
い
た
だ
き
町
民
と
協
創

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
述

べ
参
加
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

町議会の活動を全国発信

中
崎
議
長
が
講
演

多くの意見を聴け多くの意見を聴け 広域連携を学ぶ広域連携を学ぶ
町村議会議員シンポジウム 盛岡市市政調査会研修会

　町村議会議員シンポジウムは10月21日に岩手県
自治会館で開催され、鈴木満、姉帯春治、山崎邦
廣の3議員が参加しました。
　シンポジウムは、議会が議会総合条例を制定す
るに当たり指導いただいた、新潟県立大学の田口
一博准教授による「議員定数・議員報酬のあり方に
ついて」基調講演が行われた後、「魅力あふれる議
会と議員のなり手を考える」として地区代表議員
の意見発表がありました。
　引き続き行われたパネルディスカッションで「議
員のなり手不足解消には報酬の増加が必要。ただ
し、専門家や多くの町民の声を聴いて判断すべき
で、議会の目的は町民の幸せであり、町民が望む
ことを実現するための手段として質問がある」な
ど活発な意見交換が行われました。

　盛岡市市政調査会（盛岡市議会）の定期研修会に
９名参加しました。
　この研修会は、盛岡市議会市政調査会が11月18日、
盛岡市内のホテルで開催。国の機関などから講師を
招き広域7市町にも参加を呼びかけて実施されました。
　研修では、総務省の小川康

やす

則
のり

市町村課長による「新
たな広域連携について」、内閣官房まちひとしごと創
生本部事務局の松本正

まさ

倫
みち

主査による「地域経済分析
システム（Ｒ

リ ー サ ス

ＥＳＡＳ）の活用について」の講演が
行われました。
　小川課長は、「単独市町で実現困難な事業などは広
域実施により実現できる」、また、松本主査は、「広
域経済に関わる各種ビックデータを国が収集した
Ｒ
リ ー サ ス

ＥＳＡＳを活用し、これまでの思い込みから脱却
し、新たな人口減少対策などへの施策へ活用が期待
される」と力説。広域連携とデータに基づいた政策
の重要性を学んだ研修会でした。
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消防出初式に参加した皆さんの声を届けます

　入団当初は何も分からない状
態でしたが、頼れる先輩団員の
熱い指導のもと、多くの事を学
んでいます。
　消防団は、火災のみならず、
水害や台風時にも出動し全ての
防災を担っていることを痛感
し、身を引き締めていこうと思
います。消防団員の自覚と誇り
を持ち、地域の皆さんが安心し
て日々を過ごせるよう、消防活
動に励んでいきたいです。

　婦人消防協力隊に初めて参加
しました。
　地域の安心、安全につながる
消防団や協力隊の防災活動が、
地域の方々による協力と、団員
や隊員はもとより、その家族に
支えられていることを実感しま
した。
　また、多くの皆さんと一緒に
活動を行うことで、地域のつな
がりを大変心強く感じました。

　消防団に入りまだまだ不馴れ
なことが多いですが、先輩団員
の方々からたくさんのことを教
わりながら消防団活動のことを
勉強しています。
　今年は消防団活動を積極的に
行い、町に貢献していきたいで
す。仕事もたくさん覚えて、家
族と共に充実した日々を送りた
いです。

誇りを持って消防団活動に 地域のつながり心強く 消防団活動で町に貢献

木下　慎
しん

吾
ご

さん（五日市）
［第12分団　28年４月入団］

近藤　章
あき

子
こ

さん（田子）
［28年度　第３分隊長］

竹川　　覚
さとる

さん（岩上）
［第17分団　27年12月入団］

編
集
後
記

　

災
害
時
に
お
け
る
議
会
対
応
指
針

を
作
成
し
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震

災
や
昨
年
８
月
30
日
に
岩
手
県
に
上

陸
し
た
台
風
10
号
な
ど
の
災
害
を
経

験
し
、
あ
ら
た
め
て
災
害
時
に
お
け

る
対
応
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な

決
意
を
持
た
れ
て
一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。

　

寒
さ
が
続
く
よ
う
で
す
。
皆
様
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　

広
報
常
任
委
員
会

委
員　

畑　

福　
　

弘

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交際
費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

10月 51,240円（
（
（

沖縄県北中城村村政施行 
70周年記念式典ほか

町勢功労者表彰式ほか

消防団防火懇談会ほか

）
）
）

17,000円
25,000円

11月
12月

次の定例会議は３月３日(金)です。

表　紙表　紙「なないろ☆きらきら」の皆さん「なないろ☆きらきら」の皆さん

　子育て親育てサークルの「なないろ☆きらきら」
の皆さんは、移住者や転勤族のママさんたち中心の
メンバーです。
　年々交流の輪が大きく広がり、ものづくり教室な
どを定期的に開催しています。大人と子供が交流を
通じ、一緒になって楽しみを分かち合いながら活動
を行っています。親子で仲良く陶芸体験
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